
1

Iwate Medical University News

2012・5 vol.428
●発行者―理事長・学長 小川 彰　  ●題字―名誉理事長 大堀 勉

救援物資、震災募金への御礼
この度の東日本大地震・大津波大災害に際しましては、多くの皆様から救援物資並びに募金

をお寄せいただいています。皆様からの温かいご支援に対し心より御礼申し上げます。

おもな内容

災害時地域医療支援教育センター・マルチメディア教育研究棟建設工事起工式
〈写真撮影：４月23日㈪　関連記事P７〉

●─ 巻頭言 医学部長就任ご挨拶　医学部長　小林　誠一郎
●─ 平成24年度事業計画
●─ 特　集 災害時地域医療支援教育センター・マルチメディア教育研究棟の整備計画について

企画部長 兼 事業推進部長　遠藤　厚
●─ トピックス ３学部合同学生セミナーが行われました
●─ フリーページ すこやかスポット医学講座 №37 職場のメンタルヘルスにおけるセルフケア

健康管理センター　臨床心理士　畠山　秀樹
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小　林　誠一郎

医学部長就任ご挨拶

医学部長

の度、４月１日付で医学部長を拝命致し

ました。身に余る重責ではございます

が、鈴木一幸前医学部長の御業績に恥じぬよう、

様々な問題の改善と全体の調和を旨として着実に

歩みを進めたいと思っております。

い起こせば、副院長、院長とおよそ10年

の長きにわたり病院運営に携わってまい

りました。DPCの導入、診療録の中央化、クリ

ニカルパスの導入、医療材料の見直し、医療安

全・感染対策の拡充等々を経験し、幸いにも教職

員の皆様の並々ならぬご協力をいただき、大過な

く運営できたような気がしております。今後は、

得られた経験を活かし、教育・研究の推進に努力

いたしたいと思います。

て、薬学部が加わり、本学が医歯薬総合

大学として新たに歩み始めて６年目を迎

えます。３学部共通カリキュラムの導入や医歯薬

総合研究所の活動などの三学部の横断性に加え、

各学部の独自性、すなわち縦と横のリンクが本学

の特徴であり、さらなる基盤形成を推し進める必

要があります。

学部独自の教育に目を転じれば、休む暇

のないカリキュラムを十分消化できず留

年のやむなきに至る学生がいることは大変悩まし

い問題です。厳しい入学の難関を突破し、受験勉

強からの解放感でホッとした時期の１、２学年か

ら、医師になるという初心を忘れず、勉学の習慣

を怠ることなく過ごし、少しずつであっても勉強

の継続と積み重ねが躓く前の強固な杖となるよう

改善を続けたいと思います。必要な履修範囲の提

示とその理解、不十分な習得部分の明確化とそれ

に対する補強策など、定員増をも踏まえ、重点課

題として今後とも継続した改善を図る所存です。

究面等に目を移すと、今年度は震災関連

の各種大型補助が策定されつつありま

す。被災地の健康コホート、災害医学推進関連事

業、心のケアサポート事業などです。被災地支援

を基盤とし、岩手県医療全体の向上につなげるべ

く、また、全国に発信できるモデル事業とするべ

く、大学全体として取り組む大きな課題です。一

方で、矢巾への病院移転という大きな事業が控え

ており、本年度は大学変革の命運を左右する一歩

を踏み出す年とも言えましょう。良い医療の提

供、また教育と研究の基盤となる大学の発展を目

ざし、確実な歩みを進めて行きたいと思います。

職員の皆様には、今後とも継続したご協

力、ご指導、ご鞭撻を切にお願い申し上

げ就任のご挨拶とさせて頂きます。

こ
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２．主要な事業計画について
（１）総合移転整備計画関係
①附属病院移転及び内丸メディカルセンター整備に係る基
本設計の推進
②日赤岩手乳児院等の敷地取得についての協議
③マルチメディア教育研究棟の建設
④矢巾キャンパス緑化事業の推進
（２）教育・研究関係
①教育環境と教育体制の整備並びに地域医療に貢献する医
師の養成と確保
②学際的研究の推進
③医師国家試験・歯科医師国家試験の合格率向上対策
④薬剤師国家試験の高合格率対策
⑤大学院薬学研究科の設置認可申請及び認可後の開設準備
⑥就職支援の推進
⑦医療専門学校の入学生の確保
⑧医療専門学校の国家試験合格率の高位維持
（３）補助事業及び委託事業関係
①私立大学・大学院等教育研究装置施設整備費補助金によ
る機器更新
②私立大学等研究設備整備費等補助金による機器更新
③私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の推進

④オーダーメイド医療実現化プロジェクト
⑤がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
⑥岩手こころのケアセンター運営事業
⑦革新的医療機器創出・開発促進事業
⑧岩手県ドクターヘリ導入促進事業
⑨災害時地域医療支援教育センター事業
⑩地域医療支援センター運営事業
（４）医療関係
①病院情報システムの充実
②高精度放射線治療の整備と呼吸同期肺定位照射の実施
③循環器医療センター外来診療室拡充工事
④歯科医療センターの外来再編
⑤病院アメニティーの改善
（５）施設設備関係
①矢巾キャンパスへの弓道場及びアーチェリー場整備
②西病棟並びに花巻温泉病院地下重油タンク修繕工事
③救急センター非常用発電機始動用直流電源装置更新工事
④循環器医療センター気送子中央制御装置更新工事
⑤循環器医療センター６階ナースコール設備更新工事

※本紙掲載内容は、平成24年度事業計画書より抜粋したものです。
詳しい内容に関しては、平成24年度事業計画書及び本学ホームペー
ジ「情報公開」をご参照ください。

１．背景と方針
（１）教育における取り組み
本学は、わが国で初めて医療系三学部を同一キャンパスに
揃えた総合大学として、三学部の強固な連携の下、世界的に
もユニークな学部の枠を越えた教育を開始している。平成24
年度は一層の連携を強化するとともに、各学部のレベルアッ
プに努め、新時代に対応した「誠の総合医療人」を育成す
る。
（２）研究における取り組み
世界最高峰の７テスラMRIの導入、医歯薬総合研究所の

設置により開始されている学部横断的・学際的な最先端の研
究を推進し、広く成果を発信する。
（３）医療における取り組み
総合移転整備計画の最終段階となる附属病院移転及び内丸
地区の整備事業の一環として、平成24年度にはドクターヘリ
の運航を開始、災害に強い基幹拠点病院として基本設計に着
手する。
また、既存の附属病院は、施設の有効活用、充実により、

病院収入の増加を図るとともに後発医薬品への切り替え、医
療材料の適切な管理を徹底し、医療経費の節減に努める。

（４）東日本大地震・大津波大災害を受けた取り組み
本学は発災以来、岩手県の医療を統括し、安定的な医療の
供給に努めてきた。今後も地域医療の再生に向けて長期的な
医療支援を継続するものとする。
被災地は、もとより慢性的な医師不足が続いてきた地域で
あるため、新たなまちづくりの進展に連動しながら、保健・
医療・福祉の各機関との医療ネットワークを構築し、効率的
で質の高い医療の提供に努める。さらに、災害時教育と地域
医療支援の核となる拠点の整備を行う。
（５）矢巾キャンパスの整備
かねてより進めていた総合移転整備計画第二次事業は震災
前に完成し、矢巾キャンパスは本学の教育・研究活動の拠点
となった。平成24年度は、広大な敷地の緑化を進めるととも
に、キャンパスアメニティの一層の充実を図り、魅力あふれ
るキャンパスの環境整備に努める。
（６）広報における取り組み
大学の諸活動は効果的な手法により本学の特色を広く周知
し、大学に対する適切な認知を図り、独自性を推進するとと
もに、患者増、入学生確保にも繋げる。

平成24年度 事業計画
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平成23年３月11日に発生した東日本大地震・大津波大災害により、本県を含む東北沿岸部が壊滅的な被害を受
け、通信手段や交通手段が遮断された中で、本学は地域の災害医療の拠点として、様々な救命活動・医療支援活動
を行ってきました。しかしながら、「未曾有の大震災」による災害と被害の大きさは想像以上のものであり、通信
設備や電源・燃料等の確保の重要性を改めて認識するとともに、将来の災害に備え、新しい災害医療と医療支援体
制のあり方を考える必要性があることを教えられました。
このことから、本学では新たに災害医学講座並びに災害・地域精神医学講座を新設し、今後継続して災害医療を
担う人材の育成と、震災により精神的負担を抱える被災者のこころのケアに努めていくとともに、遠隔医療システ
ムの導入による災害医療ネットワーク整備を図り、より一層の自治体・関係機関との連携強化の下、全県を挙げた
医療支援・協力体制の構築を目指していくことが、県内唯一の医療系総合大学であり、且つ災害拠点病院でもある
本学の重要な責務であると考えております。
以上を踏まえ、今回、国並びに県からの補助金を一部活用し、本学矢巾キャンパスに災害医療支援の活動拠点と
なる「災害時地域医療支援教育センター」を立ち上げるとともに、将来的な図書・情報関連機能の統合を想定し、同
一建物内に将来拡充スペースを確保した「マルチメディア教育研究棟」を整備することが理事会で決定いたしました。
本棟の主な整備機能は次のとおりです。

建物配置図（Ａ敷地）

災害時地域医療支援教育センター・
　　マルチメディア教育研究棟の
　　　　　　　　整備計画について

企画部長
兼 事業推進部長 遠　藤　　　厚

1）災害医療における各種研修や教育環境の整備
2）災害医学講座、災害・地域精神医学講座の活動・研究拠点の整備
3）各種医療連携システム等を活用した医療支援ネットワークセンターの構築
4）各種研究・教育に係るシミュレーションセンターの整備
5）災害時活動拠点としての備蓄施設並びに発電機、無停電装置（CVCF）等の整備
6）将来的な図書・情報部門の統合・拡充を想定したメディア関連機能の建物一括整備

上記に加え、本棟は東講義実習棟と同等規模の４階建て総面積約9,500㎡を確保するとともに、配置については
将来的な新附属病院とのアクセスを考慮し、キャンパス正面玄関を中心として建物が対称となるような配置計画と
しております。
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本棟は「災害に強い建物」をコンセプトに、全建物を「免震構造」設計とし、電源設備では非常用として
300kVAの非常用発電機を設置。災害時には燃料の補給なしで、熱源で最大７日、発電機で最大３日分の電源供給
が可能となる共用のオイルタンク（15,000ℓ）を確保しております。また、給排水設備については、単独の受水
漕、緊急排水槽を有し、災害時に給水が遮断された場合には、１日300人を目安として、飲用水７日、雑用水（ト
イレの排水等）1.5日、緊急下水用として約３日分が使用出来る設備となっております。その他、将来的な情報部
門の統合とサーバー・ネットワーク関係の集約化を想定し、大規模な100kVAの無停電電源装置（CVCF）を設置
することで瞬時の停電や将来的な拡充にも対応が可能であり、災害時にも建物全体が独自に稼働出来るような設備
体制を整えております。
各階の主な構成としては、１階に災害医学講座居室関係と研修室（２室）、２階には災害・地域精神医学講座居

室関係と備蓄関係倉庫を配置し、２つのフロアで各種研修や研究において相互に協力体制が取れるような動線を確
保しております。３階には臨床技術トレーニングが可能なシミュレーション室を配置、４階には大規模なサーバー
室を有した情報・ネットワーク部門の整備を行います。また、キャンパスモール側の将来拡充スペースは全フロア
をオープンスペースとし、今後の計画に合わせ柔軟に対応出来る仕様としております。

本棟は本年４月23日に建築工事の起工式が行われ（Ｐ７参照）、4月27日に着工、平成25年３月末の完成予定であ
り、同年４月からの運用開始を予定しております。将来の附属病院移転を視野に入れ、先に導入されたドクターヘリ
との連携体制を取りながら、新たなる災害医療の実践教育・研究推進に努めていくとともに、今後の地域復興と地
域医療の更なる向上に向けた連携体制構築の中核拠点としてその役割が期待されます。

建物完成予想図

・災害医学講座居室関係
・研修室
・資料展示スペース

2F ・備蓄関係倉庫
・災害・地域精神医学講座居室関係

3F

正面入口⇒

（将来的に
モールと接続）

B敷地側
（東側）

モール側
（西側）

フロア 災害時地域医療支援教育センター 将来対応スペース

1F

・シミュレーション室
・カンファレンスルーム
・研究室

4F
・サーバー室
・情報関連ネットワークセンター
・会議室

全フロアをオープンスペース
とし、将来計画に柔軟に対応
出来る仕様とする。

各フロア構成図（北側から見た断面図）
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岩手医科大学の入学式が、４月５日㈭午前10時か
ら岩手県民会館大ホールで行われました。今年度の
入学生は、大学院医学研究科博士課程43名・修士課
程1名、歯学研究科博士課程６名、医学部120名・３
年次編入学６名、歯学部35名・２年次編入学４名、
薬学部148名でした。
式では、入学生一人ひとりの名前が読み上げられ、

小川学長が入学の許可を宣言しました。続いて、医
学部の佐藤  悠哉 さん（左）と歯学部の田口  美加 さん
（右）、薬学部の菅原  安代 さん（中）が入学生を代表し
て宣誓を行いました。
小川学長は式辞の中で「学部の垣根のない教育環

境の下、患者中心の医療、チーム医療の根幹を学び、
『医療人である前に、誠の人間であれ』の言葉の重み
を胸に刻み、学生生活を通じ、医療人としての基本
である、人格・人間形成に努めて頂きたいと思いま

す。」と激励しました。
岩手医科大学医療専門学校の入学式は、４月７日㈯

午前10時から歯学部棟４階講堂で行われ、歯科技工
学科17名、歯科衛生学科32名の入学生を迎えました。
式では、入学生一人ひとりの名前が読み上げられ、

三浦校長が入学の許可を宣言し、教職員・父母・在
学生が見守るなか、歯科技工学科の山崎  孝真 さん
（左）と歯科衛生学科の伊藤  梓 さん（右）が入学生宣誓
を行いました。
三浦校長からは「これからの学生生活では、初め

て出会う専門用語や実習に戸惑い、悩むこともある
と思います。その時は、知らないことは知る努力を、
できないことはできる努力を、そして、歯科衛生士
あるいは歯科技工士を目指して本校の入学試験に臨
んだ時の意気込みを思い起こして下さい。」と式辞が
ありました。

新入職員辞令交付式が行われました
本法人の平成24年度新採用者に対する辞令交付式が４月２日㈪
午前９時30分から歯学部棟4階講堂において行われ、採用者216名
が辞令書の交付を受けました。
式典では、新入職員の呼名の後、新入職員を代表して専門研修
医（医学部内科学講座消化器・肝臓内科分野）の亀井  將人 さん
（左写真）が辞令を受けました。その後は小川理事長の式辞に続
いて、看護師（東９階）の小田  成美 さんが誓詞を述べました。
辞令交付式後は、職種ごとに分かれてのオリエンテーションが
行われ、新入職員の皆さんは真剣な眼差しで参加していました。

平成24年度入学式を挙行しました

岩手医科大学入学式 岩手医科大学医療専門学校入学式

◆新入職員内訳は次のとおりです
助教17名、専門研修医12名、臨床研修医7名、臨床研修歯科医53名、事務員９名、薬剤師６名、
臨床検査技師３名、診療放射線技師１名、栄養士１名、臨床工学技士３名、作業療法士１名、
歯科衛生士１名、写真技術員１名、技術員補１名、自動車運転手１名、看護師99名
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災害時地域医療支援教育センター・
マルチメディア教育研究棟　建設工事起工式を挙行しました

４月23日㈪午前11時から矢巾キャンパスA敷地内に
おいて、災害時地域医療支援教育センター・マルチ
メディア教育研究棟建設工事起工式が執り行われ、
本学関係者や岩手県、矢巾町、工事関係者等約50名
が出席しました。
神職による神事では、関係者による地鎮の儀や玉

串奉奠などが行われ、関係者全員で工事の安全を祈
願しました。神事後には、小川理事長が「本センター
の建設構想は、昨年発生いたしました未曾有の大災

害の教訓を活かし、今後継続する被災地医療支援活
動の拠点として、また、将来起こり得る様々な災害
に対応できる人材の育成に資するため、施設の検討
を重ねてまいったものであります。本学は今後も、
地域医療を担う有為な人材を育成するとともに、安
心で質の高い医療の提供に努め、地域の皆様の生命
を守り、健康の向上に貢献してまいりますことをお
誓い申し上げます。」と施主挨拶を述べました。

３学部合同学生セミナーが行われました
４月21日㈯・22日㈰、八幡平市安比高原のホテル

安比グランドにおいて、３学部６年生を対象とした

グループ発表の様子

グループワークの様子

教員も参加した討論の様子

Topics

玉串を捧げ安全を祈願する小川理事長 施主挨拶を述べる小川理事長

合同セミナーが行われました。３学部の学生と教員と
が参加したこのセミナーは、各学部のそれぞれの特性
を生かして問題解決を図り、チーム医療の意義を確認
することを目的としたもので、本学では初めての催し
となりました。
セミナーは、小林医学部長の開会挨拶で幕を開け、

同部長による「我々の目指すチーム医療とは」と題した
講演に続き、各学部の教授による講演が行われました。
その後は、３学部混成グループに分かれて症例テーマの
病態・治療法・薬の処方などを討議し、教員も交えて
医学・歯学・薬学の知を結集した討論や発表が行われま
した。 写真提供：薬学部分子生物薬学講座　前田　正知 教授
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理  事  会  報  告
歯学部補綴・インプラント学講座　教授

近藤　尚知（前准教授）
医学部内科学講座循環器内科分野　准教授

伊藤　智範（前講師）
医学部救急医学講座　准教授 吉田　雄樹（前講師）
医学部内科学講座消化器・肝臓内科分野　特任准教授

遠藤　龍人（前講師）
医学部内科学講座循環器内科分野　特任准教授

房崎　哲也（前講師）
（発令年月日　平成24年４月１日付）

９．組織規程の一部改正について
①教育研究組織機構図
廃　　止：先進歯科医療研究センター、超高磁場MRI 研究施設
名称変更：（変更後）超高磁場先端MRI 研究センター

：（変更前）超高磁場先端MRI 研究所
②組織規程及び附属病院組織機構図
・臨床工学室を臨床工学部に変更し、中央診療部門に位置
付け
・歯学部臨床講座の再編に伴う歯科診療科の再編
再編診療科（再編後）：口腔総合診療科、高度先進保
存科、高度先進補綴科、歯科放射線科
再編診療科（再編前）：口腔診断科、口腔総合診療科、
高度先進歯科（保存系・補綴系）

10．運営協議会規則の一部改正について
運営協議会の出席者に学生部長を追加したことに伴う同規

則の一部改正　
11．職員就業規則の一部改正について

ドクターヘリの運航開始に伴い、交替等の勤務及び時差勤
務の勤務時刻表等を一部改正
12．教育職員の定員に関する規程の一部改正について

医学部の臨床遺伝学科の新設及び歯学部臨床系講座の再編
に伴い、医学部教育職員定員表及び歯学部教育職員定員表を
一部改正
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深緑の季節になり、冬期閉鎖道路が開放され、大好きな
湯巡りが本格化です。岩手近辺の温泉は様々な泉質だけで
なく、様々な色をしています。一般的な温泉のイメージ色
は透明や白ですが、青、緑、茶色など多彩です。遠方から
来られる人に「何色の温泉に入りたいですか？」とあらか
じめ聞くと、多くはこの多彩さに驚きます。森林浴や散策
とともに変わった色の温泉に体を沈めてみてはいかがでし
ょうか？ （編集委員　下山　佑）

■３月定例（３月26日開催）
１．平成23年度補正予算について
２．平成24年度事業計画について
３．平成24年度予算について
４．役職者の選任について
学生副部長（再任） 小豆嶋　正典
（任期　平成24年４月１日から平成27年３月31日まで）

附属病院副院長（再任） 佐藤　　譲
（任期　平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）

附属病院副院長（再任） 藤岡　知昭
（任期　平成24年４月１日から平成26年３月31日まで）

附属病院副院長（新任） 江原　　茂
附属病院副院長・循環器医療センター長（再任） 岡林　　均
附属病院副院長・歯科医療センター長（新任）杉山　芳樹
高度救命救急センター副センター長（新任） 井上　義博
（任期　平成24年４月１日から平成27年３月31日まで）

５．理事の選任について
第５号理事（新任） 酒井　明夫

（任期　平成24年４月１日から平成27年２月22日まで
（他の理事の残任期間））

６．理事の職務担当区分について
・医学部、財務関係の新担当：小林　誠一郎理事
・附属病院、人事関係の新担当：酒井　明夫理事
・労務関係の新担当：祖父江　憲治理事、酒井　明夫理事
７．評議員の選任について
第４号評議員（新任） 酒井　明夫

（任期　平成24年４月１日から平成28年３月31日まで
（他の評議員の残任期間））

８．教育職員の人事について
医学部救急医学講座　教授 井上　義博（前准教授）
統合基礎講座解剖学講座機能形態学分野　教授

藤村　　朗（前特任教授）
歯学部歯科保存学講座歯周療法学分野　教授

八重柏　隆（前准教授）
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【ストレスに対する反応】
心理面：気分が沈む、イライラする、

過度な緊張･不安、意欲の低下
身体面：不眠、食欲不振、動悸、疲労感
行動面：作業効率の低下、ミスの増加、

攻撃的になる、人と疎遠になる

上記の出来事が重なったり、反応が長引く場合に
は、早めの対処が必要です。

そこで次に、ストレスへの対処です。状況に応じ
て対処は様々ですが、以下の方法を日常的に実践す
ることでストレスからの影響を軽減することができ
ます。

【ストレスへの対処方法】
・適切なサポートを得る（自発的な相談）
・規則正しい生活と積極的な休養
・仕事と私的な時間の切り替え
・楽しむ、安らぐ時間の確保（趣味等）
・リラクセーション法の活用

おわりに
自分なりのセルフケアでうまくいかない場合、本
学職員の方であれば健康管理センターへの相談をご
利用いただけますので、どうぞお気軽にご相談くだ
さい。また、セルフケアに関するセミナーも企画し
ておりますので、ご参加ください。

平成10年以降、国内の年間自殺者総数が３万人を
超え、労働者も８～９千人前後で推移しており、職
場のメンタルヘルス対策は重要な課題となっていま
す。対策として、平成18年に厚生労働省から「労働
者の心の健康の保持増進のための指針」が公表され、
職場のメンタルヘルスに必要なケアの１つとしてセ
ルフケア（労働者によるケア）が位置付けられてい
ます。ここではセルフケアについてご紹介します。

セルフケアとは？
セルフケアとは、自分で自分のストレスに気づき、
対処することです。つまり、自分自身へ目を向け、
ストレスからの影響をコントロールしながら、スト
レスとうまく付き合っていくことです。

セルフケアに取り組むうえで
まずは自分のストレスへ目
を向ける習慣を作ることが重
要で、以下の出来事や反応が
ストレスに気づくポイントに
なります。

【ストレスを引き起こす出来事】
職　場：役割･地位の変化（入職･昇進･異動）

仕事の質・量の変化（長時間労働）
仕事上のトラブル（ミス･人間関係）

職場外：生活･環境の変化
私生活の出来事（病気･家庭問題）

職場のメンタルヘルスにおけるセルフケア
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鈴木　尚子、武藤　千恵子、野里　三津子

健康管理センター

臨床心理士 畠山　秀樹


